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○カリヨンとは（フランス語：Carillon）

教会の塔などに吊り下げられる音程を異に

する多数の鐘。16世紀以来、特にフラン

ドル地方（現フランス領）で発達し、自動

装置を持つものもある。赤十字の理念より

「人道・博愛・奉仕」を3つの鐘に投影し

た本学のシンボルとして、平成8年の短大

開学時に設置された。これにちなんで本学

学園祭も「カリヨン祭」と呼んでいる。



スポーツで汗を流したり、友情を深めたり、防災について深
く学んだり…。日々充実したキャンパスライフを送る日本赤
十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短期大学の学生達。
授業や実習だけではない、1年間を振り返ります。

1年間を振り返って
平成28年度イベント・活動報告！

新入生交流会

入学式
平 成28年 4月 6日（水）、保護者やご家族

の皆さま、来賓や実習施設指導者など多く
の方が見守る中、期待に胸を膨らませる新入生
が日本赤十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短
期大学に入学しました。

新 入生が一日でも早く大学に慣れて充実した学生
生活を送ることができるように、先輩学生や教

職員と一緒に秋田県大潟村の「サンルーラル大潟」
にて２日間の新入生交流会を行いました。

4月6日

4月23日・24日
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赤十字キッズタウン2016

ふふふ♡

こ どもたちが赤十字職員となり、親子一緒に赤十字を知っていただく、秋田県内の赤十字全施設合同
で実施する恒例の体験型イベント。初めて本学体育館で開催しましたが、学生たちは本学ブースで

の体験サポートのほか、県支部・病院・乳児院・血液センターの各ブースでもボランティアスタッフと
して活躍しました。

宣誓式
学 内での学びを経て本格的な長期の施設実習

に臨む、看護学部 3 年生と介護福祉学科 
2 年生が、対人援助のプロフェッショナルを目
指し、自らの目標を再認識し、誓いを新たにし
ました。

4月28日

5月21日
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スポーツフェスティバル

みんなの防災キャンプ
赤十字

防災サマーキャンプ
赤十字みんなの

yeah！！

学 生58名が参加して開催。悪天候の合間をぬって、災害時に医療拠点など
で用いる大型のドラッシュテント設営・撤去作業をはじめさまざまな場で

活用できるロープ操作等々、防災に役立つスキルを学んだ２日間となりました。

避 難所設営』をメインテーマとし、「防災に役立つスキルを楽しく学ぶ」こ
とを目標に進めました。本学学生・卒業生に加え、秋田大学・国際教養大

学など他大学学生なども参加して開催しました。また防災キャンプへ関心を持
たれた秋田市消防本部の方々の視察もあり、地域交流の輪が広がっています。

バ レーボール、バスケットボール、野球、サッカーなど、多くの学生たちが
体育館やグラウンドで汗を流し、互いの友情を深め合いました。

6月25日・26日

7月30日・31日

7月2日・3日
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7月23日

9月10日オープンキャンパス
夏・秋の

学 びを体験できるイベントが盛り沢山の
本学オープンキャンパス。体験学習や

模擬授業、キャンパスツアー、隣接する秋
田赤十字病院の協力によるドクターヘリ見
学体験などの体験イベントや説明会を実施。
たくさんの受験生や保護者の皆さんに参加
いただきました。
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本 学グラウンドを会場に「2016AKITA防災キャンプフェス」
が開催されました。本学をはじめ、秋田赤十字病院、日本赤

十字社秋田県支部、秋田赤十字乳児院、秋田県赤十字血液センター
が連携しました。秋田市消防本部のはしご車見学や、赤十字体験ブー
ス、ワークショップなど、2 日間で約4,500名の来場がありました。
本学最大の学生イベント「カリヨン祭」も同時開催され、多くの参
加者で賑わった２日間でした。

防災キャンプフェス
&カリヨン祭

楽しい
♡

9月24日・25日
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災害救護訓練
実 際の大規模災害現場を想定した模擬災害救護訓練を実施しました。集結、

オリエンテーション、トリアージ、応急処置、テント設営、搬送、傷病者役、
炊き出しなど、多彩な内容で行いました。本学の災害救護訓練は平成20年度に
教育ＧＰとして文部科学省から認定を受けた事業の一環としてスタートし、原則
として毎年１回、全学的な取り組みとして継続して実施しています。

9月20日・21日
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『防災』って楽しくない？
災害が発生したときに最も重要なことは、命を守ること。
その方法を楽しみながら覚えてもらおうとスタートしたのが
「赤十字みんなの防災キャンプ」です。
この取り組みを統括する廣渡太郎先生と、
企画運営を行う及川真一先生に話を伺いました。

及川先生の研究室には、防災キャンプで使
用するテントをはじめとしたアウトドア用品がた
くさん置かれている。「熊本地震の際、ボラン
ティアとして個人的に現地へ赴きテントを配
り、こういったアウトドア用品がいかに災害時
に役立つか実感しました」（及川）。
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̶̶ 防災キャンプがスタートした経緯を

教えてください。

及川　防災の取り組みを始めたきっかけ

は、2011年 3月11日に起きた東日本

大震災です。私は地元の仙台に住んでい

ました。これまで体験したことがない大

きな揺れの中で、自宅は全壊してしまい

ました。私は偶然にも命が助かったわけ

ですが、生かされたからには「何か役に

立ちたい、自分に何ができるだろうか？」

と考えました。そんなときに本学への勤

務が決まり、同年4月1日に秋田へと引っ

越すことになったんです。被災地ではま

だ避難所での混乱がおさまらず、遺体捜

索も続いていたのに、秋田には住む場所

も食べるものもある。そのギャップがす

ぐには受け入れられず、仙台に帰ろうか

と悩みました。でも現実的には無理です

よね、家族との生活もありますし。だか

ら「秋田でできることをやろう！」と思

いました。私はアウトドアが大好きで、

そのノウハウを持っていました。また友

達を作るのも得意でした。それで、アウ

トドアのノウハウを活かして、何かでき

ないかと考えたんです。そこからスター

トしたのが、『こどもサマーキャンプ』で

す。東日本大震災から5カ月後、2011

年8月のことでした。

廣渡　震災後、秋田は東北のなかでも被

害が比較的少なかったのですが、こども

も大人も海を避けるようになっていまし

た。水が怖くて海岸に近寄れず、海で遊

べなくなってしまったんです。そこで及

川先生は、そんな秋田のこどもたちを集

めて、海で楽しみながら命を守る方法を

教えようと思い立ったんですよね。

及川　秋田県は東北の中でも震災の影響

は比較的少ないにも関わらず、こどもを

含めた地域の方々は、海を避けている印

象を受けました。そして私自身も趣味が

サーフィンでしたが、海に行くことをた

めらっていた時に、仙台市若林区荒浜に

住んでいた教え子から「海に入ってくだ

さい」「津波によって自宅も全て失ったけ

ど、海から逃げないでください」と連絡

が入りました。そして、サーフボードを

持って海で知り合った方にたくさんの

メッセージをボードに書いてもらい、こ

こから私の秋田での活動がスタートしま

す。自然は時に猛威をふるうこともあり

ますが、それだけじゃないことを伝えた

いと思いました。特にこどもたちにとっ

て自然の中での活動は、自然と調和して

生きていくことの大切さを理解するだけ

ではなく、〈決まりや規律を守ること〉、〈協

力することの大切さ〉や〈自ら実践し創

造する態度を学ぶ〉、などの教育効果も期

待できます。そこで、大自然から遠ざか

りつつある秋田のこども達へ、大自然の

中で学ぶ体験プログラムを「海」で行い

ました。この企画では、秋田で知り合っ

たサーファーやその友達がボランティア

に来てくれました。それだけでなく、仙

台で被災した教え子のサーファーたちも

秋田に来てくれたんです。被災し家を失っ

た子もいるのに「地元の海ではまだ海水

浴ができません。海で遊べるようになる

まで、秋田での活動を手伝いに行きます」

と言ってくれました。彼らは3年連続、

ボランティアとして、仙台から来てくれ

たんですよ。本当にありがたいことです。

廣渡　さすが及川先生。友達を作るのが

得意な彼ならではのエピソードですよね。

被災地から来た及川先生だからこそでき

たんじゃないかと思います。

忘れてはいけないキーワードは、“東日本大震災”。

大勢の友人・知人がボランティアとして参加（2011年）人も家も町も、何もかもを奪っていった東日本大震災

及川先生が仙台の教え子から譲り受けたサーフボードには、
秋田の友人からの寄せ書きが

震
災
後
、こ
ど
も
た
ち
に
海
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
伝
え
た
か
っ
た
。

『防災』って楽しくない？
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及川  震災発生直後から、被災地を何度

も訪れ、その際に東北各地の避難所など

で、どんな困難な状況でも前向きに活動

するこどもたちの姿を見てきました。

2012年になると被災地の状況はだいぶ

変わり、避難所から仮設住宅に移った人

たちもたくさんいる中で、残念ながらこ

どもたちの遊び場（公園）は、瓦礫置き

場などに大きく変化して、遊び場を失っ

たこどもたちが大勢いたんです。走って

遊べる場所がどこにもない。そんなこど

もたちに、今一度、大自然の中でおもいっ

きり遊んでもらえたらどんなに素晴らし

いだろうと、思ったのです。それで岩手・

宮城・福島のこどもたち50人をバスで

秋田に連れてきて、秋田のこどもたち

50人と一緒に海や山や川で「こどもサ

マーキャンプ」に参加してもらい、交流

をしました。

̶̶ 当初から大学の取り組みとして実

施していたのですか？

及川　いいえ、「こどもサマーキャンプ」

は2011年から2013年までは、大学の

授業や自分の研究としてではなく、純粋

に〈震災の復興支援〉として開催してい

ました。そして、その活動をバックアッ

プしてくださったのは、200社以上の秋

田県の民間企業と個人の皆さんでした。

協賛金を活動資金にすることができまし

た。

廣渡　当時、学生や教員はボランティア

として参加していましたね。私自身も様

子を見に行く程度で、及川先生のことを

「熱心な先生だな～」と感心していました

から（笑）。この取り組みに〈防災〉の考

えを積極的に取り入れたのは、2014年

からです。キャンプでいかだ作りやサー

フィン、地引網などをして楽しみながら、

水の事故から命を守る「水上安全法」や、

本学で行う「災害救護訓練」など、日本

赤十字社のノウハウを組み込むようにな

りました。それが「防災キャンプ」とい

う今の形につながっているわけです。私

もまんまと及川先生に取り込まれてしま

いました（笑）。今は赤十字地域交流セ

ンターのセンター長として、防災キャン

プの取り組みを統括しています。

及川　現在行っている取り組みのひとつ

が「赤十字みんなの防災キャンプ」です。

大規模災害の発生でライフラインが断た

れた状況を想定し、学生が1泊2日の防

災キャンプを実施しています。避難所設

営や炊き出しなど、避難所運営に必要な

知識をキャンプを楽しみながら学ぶこと

ができます。夏に実施する『赤十字みん

なの防災サマーキャンプ』では、地域の

小学生を対象に1泊2日の防災キャンプ

を行います。学生には「赤十字みんなの

防災キャンプ」で得た知識と経験を生か

して主体となって動いてもらい、こども

たちにキャンプの楽しさや防災のノウハ

ウを伝えるんです。

廣渡　学生がこどもたちに〈教える〉と

いうより、〈見守る〉という表現の方が合っ

ていますよね。学生たちは、自分たちが

体験して楽しかったことをこどもたちと

いっしょに実践するんですから。 

及川　そうですね。学生自身が楽しくな

いとこどもたちを楽しませることもでき

ないので、避難所の設営にしても〈電気

も暖房もない中でどうすれば寒くない

か〉、〈硬い床の上で寝るにはどう工夫し

たらいいか〉、〈マッチがないときにどう

すれば火を起こせるか〉といった課題は、

キャンピングのノウハウがあれば簡単に

解決できるのです。それを学生自身が面

白いと感じることができれば、こどもた

ちにも防災を学ぶ楽しさが伝わるはずで

す。経験は心を強くします。災害時の困

難を疑似体験することで、万が一災害に

あった時にも心に余裕が生まれます。こ

うして楽しみながら覚えることが、災害

発生時のストレスを軽減するのにも役立

ちます。そんな考えから、フィールドを

野山から避難所に置き換えて、そこでキャ

ンプを営みながら非常時でも、快適な生

活を送ることができる術を学ぼうという

のが防災キャンプなのです。災害時の避

難生活をキャンプを通じて疑似体験する

ことで防災を自分のこととして考えるよ

うになります。そして、防災に必要なこ川でのカヌー体験プログラムも実施

特集：赤十字・防災キャンプ請負人が語る震
災
後
、こ
ど
も
た
ち
に
海
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
伝
え
た
か
っ
た
。
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とは「想像する力」です。想像し課題を

発見します。「想像する力」で発見した課

題に対して、どうしたら「命を守れるの

か」、「備えになるのか」その対策につい

て考えます。今度は、考えたことを実行

してみます。成功と失敗の繰り返しを通

じて災害時に必要な「判断する力」を養

うことができます。

廣渡　通常の避難訓練の場合はマニュア

ルがあって、先生から「こうしなさい」

と教え込まれるので、あまり楽しくない

んですよね。キャンプなら楽しいし、楽

しみながら学んだことは結果的に災害時

にも役立つ。マニュアル通りにやるとい

う避難訓練の方法ではなく、「楽しんで覚

えたことを応用してみよう」という導き

方が大切なんですね。

及川　決められたことばかりしていると、

あらかじめ準備した物がないといざとい

うときに動けません。私たちの考え方は、

〈物がないからできない〉のではなく、〈な

いならどう工夫するか〉なんです。学生

たちはそれを実践することで考えること

に慣れ、突然の出来事にも対応できるよ

うになります。

廣渡　2016年には新しい取り組みとし

て、秋田魁新報社が企画し、地域の人々

を対象とした『防災キャンプフェス』に

本学も参画しました。本学のグラウンド

を会場に、日本赤十字社秋田県支部、秋

田赤十字病院などの協力を得て、及川先

生の防災トークや救命方法の体験、被災

時の炊き出し、傷やけがの応急手当方法、

テント設営体験などを実施し、約4,500

名の市民が来場してくださいました。秋

田県内の飲食店によるグルメブースや、

キャンプ用品・アウトドア用品の展示販

売もあって大いに賑わいましたね。

̶̶ 震災の復興支援から始まり、今では

地域の人も巻き込んだ防災イベントに発

展しているわけですね。今後の展開につ

いてどう考えていますか？

及川　災害時の避難所は、単に避難所内

の運営をするだけではなく、地域住民を

含めた被災者の支援機能も持たねばなり

ません。今後、この防災キャンプが全国

的に広がり、もっと多くの防災リーダー

が各地に誕生して連携すれば、災害時の

被災者支援拠点としての避難所が大きく

変わると思います。私の願いは、未来の

主役（こどもや大学生）が中心となり、

さまざまな世代の人たちと触れ合いなが

ら、災害に強い街づくりを目指すことで

す。

廣渡　この取り組みをきっかけに、他大

学の学生さんが積極的に本学の防災キャ

ンプに参加してくれるようになり、規模

はどんどん広がっています。

及川 　今の活動があるのは、「人」と「人」

とのつながりのおかげですね。震災のと

きも、「残されたのは人のつながりだけ

だった」という話を聞きます。私自身も

「人」とのつながりがあったからこそ、こ

れまでの活動があると思っています。そ

の大切さ、ありがたみを防災キャンプを

通して感じていただけるのではないで

しょうか。

廣渡 　防災キャンプは授業ではありませ

んが、授業では決して得られない貴重な

学びを体験することができます。それは

命を守る方法であり、命を助ける方法。

まさに「生きるを支える人になる」ですね。

及川 　2011年から今日に至るまで、必

ず使っているキーワードが「東日本大震

災」です。月日を重ね、語られなくなっ

てきた「東日本大震災」をこれから先も

語り継いでいくことが、私が秋田にいる

意味だと思っています。このキャンプを

通して一人でも多くの人に防災の意識が

高まればいいなと思います。そうすれば、

災害が起こったときに命をつないでいけ

ると思います。今後も私は私なりの方法

でずっとこの活動を続けていきたいです。

特集：赤十字・防災キャンプ請負人が語る

私
た
ち
の
使
命
は
、
東
日
本
大
震
災
を
こ
れ
か
ら
先
も
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
。

体育館に避難所を作り、災害時を想定した防災教育を
受けるこどもたち

及川 真一○おいかわ しんいち
赤十字防災ボランティアステーションリーダー／介護福祉学科 助教。担当科目は
「生活支援技術Ⅱ」「コミュニケーション技術Ⅰ」「ボランティア活動論」。住民参加型
のまちづくりのワークショップ、地域活性化事業などに携わる。社会の課題解決のた
め、大学生を主体としたボランティア活動を行い、地域に根ざした教育活動を展開し
ている。学生時代から始めたサーフィンの経験を活かして、海で行う野外教育も取り
組んでいる。

廣渡 太郎○ひろわたり たろう
赤十字地域交流センター長／看護学部 教授。看護学部や大学院での英語科目
を担当するかたわら、センター長として「赤十字みんなの防災キャンプ」をはじめとす
る地域貢献事業や国際交流事業、および、「災害救護訓練」や「赤十字国際人道
法教育フォーラム」などの赤十字に関係する事業を統括している。

2016 年の防災キャンプフェス
では、本学グラウンドを会場にさ
まざまなイベントを開催した
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　東日本大震災の影響で大自然から遠ざかりつつあ
る秋田のこどもたちを秋田市浜田の桂浜海水浴場に集
め、大自然から学ぶ体験プログラムを行いました。こ
どもたちや保護者の皆さん約250人が参加し、ペッ
トボトルのいかだ作りや地引網などを楽しみました。

こどもサマーキャンプin秋田

こどもサマーキャンプin秋田

こどもサマーキャンプin秋田

「仮設住宅の建設やがれきの山で遊び場のなくなった
被災地のこどもたちに、大自然の中で思いっきり遊ん
で欲しい」。そんな願いを込め、宮城県・岩手県・福
島県の各県から50名を秋田に招き、海、山、川で秋
田のこどもたちと交流を行いました。

「他県から秋田に避難しているこどもたちが生活に馴
染めていない」という事実を知り、これまで行ってき
た野外教育プログラムのもとで、他県から避難してい
るこどもたちと秋田県のこどもたちとの交流を図るた
め、海の家を貸し切ってサマーキャンプを行いました。

2011

2012

2013

【防災キャンプの始まりと経緯】

経 緯
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こども防災キャンプ
　2014年からは、2011年から実施してきた「こど
もサマーキャンプ」に防災教育を組み込むようになりま
した。大学の体育館やグラウンドに避難所を設営し、火
の起こし方、ご飯の炊き方、救急救命、応急処置などを
楽しみながら学べるプログラムとしました。

　日本赤十字社秋田県支部の協力を得て、学生ボラン
ティア50名が防災キャンプで得た知識と経験を活用し、
小学生の参加者とともに大規模災害発生時を想定した1
泊2日の防災キャンプを行い、楽しみながら身に付く防
災教育を行いました。

赤十字防災サマーキャンプ
みんなの

2014

2015

　秋田魁新報社が企画し、秋田県・秋田県教育委員会・
秋田市消防本部の後援を得て、誰でも参加できるイベン
トを行いました。本学教員による防災トーク「生きるた
めのワークショップ」として救命方法の体験や炊き出し、
テント設営体験などを参加費無料で実施し、2 日間で約
4,500名の来場がありました。

AKITA防災キャンプフェス
2016

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

【2014年からの防災キャンプ】
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C O L U M N

300円
日替りランチは、売り切れ必至の人気
NO.1メニュー！この日は、大きなコ
ロッケがなんと2個！ご飯は秋田県
内産「あきたこまち」を使っています。

日替りランチ

300円
飽きのこないあっさり味でついつい
食べたくなっちゃう、定番の醤油ラー
メン。大盛りは＋ 100円です。

※2017年2月時点の情報となります

ラーメン

280円
この日は「シーフードカレーうどん」。
カレーの辛さと温泉卵のまろやかさ
が絶妙にマッチしています。これで
280円だなんて、お得すぎる！

日替り麺

看護学部
講師　重川敬三

つぶやき人

性 6,788歩（全国 44 位）・女性
6,028歩（全国47位）、これは秋

田県民が一日に歩く歩数の平均値（全国
順位）です（平成24年の国民健康･栄
養調査より）。さらに、秋田市では、男性
が 6,609歩、女性が5,284歩という数
値が示されております。
　これらの結果を受けて秋田市では、健
康づくり、特に体力の維持増進を目指し
た取り組みとして「歩くベ！あきた！」の
事業を展開しています。
私も「健康あきた市21推
進会議」の身体活動分野
を担当する委員としてお
手伝いさせていただいて
おります。この試みは意
図的ではありますが、参
加者の皆さんの競争心を
くすぐりながら、歩行数の向上を目指し
て行きましょうというものです。今年で2
年目の実施に入っておりますが、一日の
歩行数の平均が9,000歩～10,000歩を示
し、参加者からは身近な実感として体重
の減少や心身の快調さなどの感想が聞か
れ、満足のいく結果が現れつつあります。
　歩くこと、すなわち身体活動量が低下
することによる弊害は、一言で言えば「動

脈硬化」の亢進です。動脈を硬化させる
原因となる障害が生活習慣病、最近では
メタボリックシンドロームあるいはロコモ
ティブシンドロームと呼ばれているもので
すが、それぞれの要因は高血圧や高脂血
症・糖尿病・肥満などです。10年ほど前
にメタボリックシンドロームの概念が示さ
れてからは動くこと、すなわち身体活動量
を増加させることにより発症を遅らせるこ
とができ、予防に役立つことが証明されて

きました。私たちのグループ
が行った研究においても、一
日8,000歩以上のグループ
は、それ以下の歩数のグルー
プに比べ発症のリスクを少な
くとも35％減少させること
ができる、という結論に至っ
ております。

　さて、「歩くベ！あきた！」です。やは
り歩行は、身体活動量を向上させるには
最も身近なものです。時間がないとか疲
れているとか、何をやって良いかわから
ないとか言わないで、自分自身ができる
動きや運動を1分でも2分でもチャレン
ジしてみてはいかがでしょう。それらの動
きや運動は自身の身体を裏切ることはあ
りませんから。

学食人気メニュー

介護の道へ進んでからも
  続けていきたい“和太鼓”

　私は「やまばと太鼓」という和太鼓のチー
ムに所属しています。始めたきっかけは、
中学校のときに授業で和太鼓の演奏を目に
したこと。「かっこいい ! 」と興味を持ち、
中学3年生から参加するようになりまし
た。一生懸命練習して、1年で全国大会に
行くことができました。大会のほかにも、
結婚式の披露宴や災害イベント、企業の

パーティーなどに呼んでいただき演奏する
こともあります。竿燈祭りではお囃子とし
ても参加しています。
　「やまばと太鼓」は、元々やまばと保育
園の卒園児が中心でしたが、現在は年齢問
わず希望者が参加できるようになりまし
た。4歳から60歳代まで幅広い年齢の方々
が所属しています。私よりも年下の子が多

いので、いつも元気をもらえます。練習は
週3回。大学の試験がある時期は休むこ
ともありますが、できるだけ参加して叩く
ようにしています。将来は介護関係の仕事
に就きたいと思っています
が、仕事をしながら太鼓も
続け、年間の演奏会には毎
年参加していきたいです。

男

ストレス解消にも
なりますよ！

学生インタビュー
介護福祉学科　1年　佐川 優佳さん

教員の

つぶやき  
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身近な人が認知症になったら
～認知症になっても安心して暮らせる地域を目指して～

2017.3.18 sat 10:00～13:00

●各種学科紹介と教育内容
●学生募集・入学試験の説明
●模擬授業（講義や体験）

●キャンパスツアー（学内見学）
●個別相談
●先輩たちと語ろうコーナー

実施予定内容

2017年3月 本学で開催するイベントのご案内

高校生・保護者のための

上記イベントの詳細・参加お申込みは本学公式サイトをご覧ください。

日時：平成29年3月18日㊏ 10:00～12:00（受付9:30）
会場：日本赤十字秋田看護大学 301講義室

日本赤十字秋田短期大学

日時：平成29年3月3日㊎ 16:00～17:30（受付15:30）
会場：日本赤十字秋田看護大学 152講義室

日本赤十字秋田短期大学

講師： 講師：日本赤十字秋田看護大学教授（老年看護学）
同大学認知症看護認定講師コース責任者
高田 由美

日本赤十字秋田看護大学助教（公衆衛生看護学
キャラバン・メイト

萩原 智代
／在宅看護論）

「認知症の手がかりと対応について」 「認知症サポーター養成講座」

日本赤十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短期大学　公開講座Ⅱ

実際に見て・聞いて・体験してみよう！

Open Campus

C A R I L L O N

1回目 2回目

介護福祉学科看護学科

防災を学ぼう！ 模擬授業を体験してみよう！

先輩たちにいろいろ聞いてみよう！

どなたでもご参加いただけます。
ぜひお申し込みください。


